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ス
テ
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i
l
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持
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二
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長

率

二
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財
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規
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経

済

計

閥

五

産

業

政

策

六

お

わ

り

に



は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、

日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
成
長
率
、
財
政
規
模
、
経
済
計
画
、
産
業
政
策
の
諸
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
際
、
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
は
固
に
よ
り
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
他
の
諸
国

(
O
E
C
D
諸
国
、

N
I
E
S
諸
国
、
発
展
途
上
国
、
社
会
主
義
諸
国
な
ど
て
と
り
わ
け
先
進
諸
国
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
と
の
比
較
、

お
よ
び
明
治
維
新
以
来
の
日
本
の
シ
ス
テ
ム
変
化
を
検
討
の
中
心
に
し
た
い
。
ま
た
財
政
規
模
、
経
済
計
画
、
産
業
政
策
等
は
市
場
に
対

す
る
政
府
の
(
経
済
)
政
策
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
政
策
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
政
策
が
立
案
・
実
施
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
も

射
程
に
含
め
て
考
察
し
た
い
。
た
だ
し
政
策
過
程
の
比
較
に
利
用
で
き
る
情
報
が
十
分
で
な
い
た
め
、

一
般
的
、
概
観
的
な
分
析
に
留
ま

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
結
果
多
少
粗
っ
ぽ
い
分
析
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
間
と
空
間
を
広
く
射
程
に
入
れ
た
問
題
の
見
取
図
を

得
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
目
標
で
あ
る
。

こ
こ
で
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
の
捉
え
方
に
つ
い
て
の
筆
者
の
仮
説
を
示
し
て
お
こ
う
。

現
在
の
日
本
の
シ
ス
テ
ム
は
市
場
競
争
的
か
つ
多
元
主
義
的
で
あ
る
が
、

ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
な
い
。
日
本
が
持
っ
て
い
る
政
府
、
{
目

僚
制
、
政
党
や
企
業
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
組
織
間
の
相
互
依
存
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
よ
る
規
制
や
計

函
等
の
要
素
、

エ
リ
ー
ト
主
義
的
、

コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
要
素
は
他
国
と
比
べ
て
小
さ
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
歴
史
的
に
は
戦
前
と
戦

後
で
は
権
威
主
義
体
制
と
民
主
主
義
体
制
と
基
本
的
に
体
制
が
違
う
の
で
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
統
制
経
済
の
よ
う
な

極
端
な
組
織
的
要
素
は
戦
時
期
お
よ
び
復
興
期
の
よ
う
な
一
時
期
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
で
は
そ
れ
ら
の
要

素
は
多
元
主
義
シ
ス
テ
ム
を
基
本
的
に
否
定
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
元
主
義
の
欠
陥
を
補
完
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

)¥. 
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多
元
主
義
の
「
日
本
型
」
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
追
い
つ
き
型
近
代
化
」
を
政
策
課
題
と
す
る
発
展
途
上
国
に
共
通
し
た
「
後
発
国
型
」

と
も
い
い
う
起
が
、
か
な
り
自
由
主
義
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

成
長
率

図
二
1

1
、
ニ
1

2
お
よ
び
表
二
1

1
、一一
1112
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
の
高
い
経
済
成
長
は
国
際
比
較
に
お
い
て
と
り
た

て
て
高
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
六
五
年
ま
で
の
比
較
で
は
と
く
に
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
明
治
維
新
以
来
現
在
に

至
る
ま
で
一
世
紀
以
上
も
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
経
済
発
展
を
と
く
に
「
成
功
」
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ガ
l
シ
エ
ン

ク
ロ
ン
の
「
後
発
性
利
益
」
(
邑
4
g
g岡
市
印
。
同

g
n
r
d『
由
三
口
巾
白
田
)
誕
は
日
本
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
後
発
国
に
普
遍
的
で
あ
る
か
ら
、
「
後

発
性
利
益
」
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
説
明
要
因
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
を
日
本
が
ど
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
に
内
部
化
し
た
か
と
い
う

」
と
が
重
要
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
の
一
つ
が
日
本
株
式
会
社
(
』
呂
田
口
宮
内
)
説
で
あ
り
、
発
展
指
向
型
国
家

2
2己
O
B
E
E
己
主
巾
)
離
で

あ
っ
た
。
筆
者
の
仮
説
は
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
が
あ
て
は
ま
っ
た
時
期
は
体
制
の
異
な
る
戦
前
は
と
も
か
く
戦
後
は
短
い
も
の
で
あ
り
、

大
部
分
は
自
由
主
義
的
、
多
元
主
義
的
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
政
府
の
役
割
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
を
探
っ
て
ゆ
こ
う
。



財
政
規
模

表一一一
1
1
1
1
、
三

1
2は
戦
前
の
政
府
財
政
の
規
模
を
示
し
、
表
二
一

1
3は
戦
後
の
財
政
規
模
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、

日

本
政
府
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
比
較
的
「
小
さ
な
政
府
」
で
あ
り
続
け
た
が
、
近
年
に
な
っ
て
急
速
に
肥
大
化
し
て
き
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
小
さ
く
、

ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ
向
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

戦
前
は
、
政
府
予
算
額
の
対
G
N
P
比
を
表
し
た
表
一
一
一
ー
に
よ
る
と
、

日
本
は
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

ド
イ
ツ
よ
り
は
大
き
い

が

フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
小
さ
く
、
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二

0
年
代
以
降
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
よ
り
も
相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
た
。

ま
た
国
民
経
済
計
算
ベ

i
ス
に
基
づ
く
表
三

1
2
に
よ
れ
ば
、

日
本
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
大
き
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
よ
り
や
や
小
さ
い
程
度
で
あ
る
。

ま
た
財
政
支
出
の
構
造
を
見
る
と
、
戦
前
は
箪
事
費
と
資
本
形
成
支
出
が
大
き
く
、
戦
後
は
資
本
形
成
支
出
と
移
転
費
(
社
会
保
障
費
)

業
経
済
費
の
中
心
は
、

が
大
き
い
。
一
般
会
計
歳
出
の
目
的
別
構
成
を
示
す
表
一
二
jit--4
同
州
に
よ
れ
ば
、
産
業
助
長
費
や
産
業
経
済
費
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
(
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
費
、
中
小
企
業
対
策
費
、
農
林
漁
業
施
策
費

I
食
糧
管
理
会
計
費
で
あ
る
)
。

日
本
の
財
政
規
模
が
比
較
的
小
さ
い
の
は
、
政
府
が
大
き
く
な
る
以
上
に
G
N
P
が
は
る
か
に
増
大
、
膨
張
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本

は
小
さ
な
政
府
の
ま
ま
で
経
済
発
展
を
実
現
し
た
。
財
政
支
出
が
経
済
発
展
に
効
果
を
持
っ
た
の
は
、
明
治
初
期
の
繊
維
産
業
を
は
じ
め

と
す
る
官
営
事
業
期
ご
八
七

O
l
八
一
年
)
と
石
炭
と
鉄
鋼
等
へ
の
傾
斜
生
産
方
式
を
行
っ
た
戦
後
復
興
期
(
一
九
四
五
i
五
二
年
)

等
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
市
場
の
拡
大
は
政
府
財
政
に
頼
ら
ず
実
現
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
財
政
規
僕
の
対
G

N
P
比
が
小
さ
い
の
は
日
本
の
人
口
が
O
E
C
D
諸
国
の
な
か
で
は
か
な
り
大
き
い
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
巨
大
な
人
口
が
内
需
を
拡
大
し
、

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

ノ1、



図ニー 1 経済成長の比較(産業革命期~現代)
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図ニー2 経済成長の比較(1960~85年)

一一 1人当たり国民総生産(US経常ドル価格表示)の推移一一
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表ニー2 経済成長の比較 (1蜘 -85年の成長率)
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表三一1 中央政府歳出の規模
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イギリスは同政府支出総額 (Milchell& Deane. Abstra吋 θIfBritisn llistorical Statistics， p.397-9‘ル1itch{'1Isnd ]oncs. Second A.bstTQ‘ 
ct 01 British Histo円ca!Stati.stl日， p.II:O) .1:，それを掃民所得 (DclIoe&Cole，op.cit.， p. 330"1)で降した比廊
ドイツは.放際支鋭化綴 (19131fまでは.Gcr!off. Du StaatshaU$halt und das Finatusyslf.!m Dltulschlands. B皿p.18.凶 3.{年は，日銀
F外国経検証計J(1941~手l()p.2. で除した比本
プラ γ スは.政府経常費支出と.それを煽民所得 (1913'年までは.1873， 83， 93， 1903.口年の数櫨}で除したlt通事で， 1913年までは，鎌恒夫 rフラ
ソス安本 I義之総説J東京大学出京会，1'.1.19，四22-3五年は。 W.S. & E. S. Woytinsky， WQrld CommerCl' OJfd Governmllll t-~. The Twentielh 
Century Fund， p.696.とよる

(H¥所)安i1#1Uft(1979)、p27の表44を修正したの

表三-2 戦前の政府規模(留民経済計算ベース)

イ ギ リ ス オーストラリア

王ド

(i1) GC=政府消費 (GovernmentConsumption)、

GCF=政府資本形成 (GovernmentCapital Formation)、

T=移転支!H(Transfer)、GNE=I翠l¥，;総支出 (GrossNatio1lal Expenditu日)Q 
"1921-380 

(出所)Kosai and Harada (1985)、p.49祖 もともとは南(1981)、 p.278の表]()-2、30
ー、4
、

1
ノ
吋
ノ



表三一3 戦後の政府規模(国民経済計算ベース)

比年

絞

日本
GC←T GC '1 

+C;CF 
GCI その他 GC+T GC T GCF その他 GC+T GC T 

tGCF +GCF 

の
中

4その他
GNP 

十その他 +その他
ONP GNP 

の i円尚糊9拘捌6同O 28.2 17.2 5.3 2.5 3.2 33.2 16.5 6.9 3.3 6.4 

日 lド川《リj
本 1竺竺o
の 19阿7刊弓

IH.() X'2 .17 4う

19.1 7.4 4J) 4弓

269 10.1 7.H 5.3 

1.1 285 17.1 5.4 2.8 3.2 35.2 16.9 7.6 4.2 6.5 

2.5 B.O Iリ2 7.<) 2可 iA J討o 17.7 X.7 4.9 6.R 

H 36.0 18.9 11.5 2.3 3.3 45.8 22.0 10.0 4.8 9.0 

政州州} .12.7 10.0 I().i 6.3- 。1 1ヌ:; 17.4 10弓 U! 3.6 44.7 21.5 11.7 25 8.9 

t治台
経
i斉
ン

ス
ア

ム

守合 商ドイツ フランス

GC十r GC T Gcr その他 GC+T GC T GCf・その1tJ!.
+GCF 
+その他

み GCF

+その他
GNP GNP 

iゆ60 30.9 13.5 12.1 3.1 2.3 

!!)6S 32.9 19.411.6 4.1 2.9 37.8 Li.O 16.J 4.1 4.1 

1970 弓6.! 15.9 12.2 4.3 3.7 3H.6 13.4 17.0 3.8 4.3 

1975 45.5 20.8 16.3 3.7 4.7 43.1 14.4 20.4 3.8 4.5 

19持o 45.1 20.~ I月4 3.8 5.6 46.0 15.3 23.1 2.9 4.8 

(iU GC~' 政府消費、 T=移転支出、 GCF=ì段If.J 資本形成

UHFli) !(osai and llarada (1985)、JlP号52-3.もともとはOEC])、NationalAccountsによるο

今1.(1'

" 。(0) 4(1. 4) 15(5.1) i お(119)lim(358)|2則 00.0)
8(1. 9) 13(3. 1) 7(1.7) 1 52 (12. 4)! 177 (42. 0) 1 421 (100. 0) 

li(3.0) I 172(30.2) i 154(27.1) J S69{1仰 0)
14(2.4) t 123(21. 1) I 192(32.9) 583(1叩 0)

13(2，3) 28(4，9) 

13(2.2) 34(5.8) 

32 (2. 4) ; 95 (7. 0) I 448 (32. 9) i 1， 3印 (1叩 0)
32(2.1): 224(14.7) i 674(44，2) i 1.525(100.0) 

13(1. 0) 56(4.1) 

17(1. 1) 十 131(8.6) 

52 (3. :1) 153 (9. 8) I 43(2.8) 275(17.7) I 浦町37.8) 1 1， 558 (100.0) 

武田峰夫・遺謀総"・大内tJ，近代財政の"論』時潮社 p.105より作成 旅費料は，会計検査段r;'，/管肉決算統計J(1936年版)
市喫費は，際議"駆者能舞・徴兵資 軍事数嗣4巨費 補同事作費・鑑時軍事費繰入金等 欄民地銀営貨は!銃1務省銀貸・台湾朝鮮締ぷ関東州各特別会計へ

の縄入金 者j会政策貸は.思鈴 年金.職業紹介所、健鎌保検 【働災将Cf'防，社会事業奨励等の費用・内防省む会f.および廃兵院の経質 産業幼長安

は， A商務 (1925年以降は食枠と鵡:r:) 逓信各省のil1業奨励金 補助金等

(b)一般会計歳出(決算)の目的別栂成比 (1科ui.:%) 

八 1 度 l 目伊)設計 j即時削減215fi 詩文締門尚一il'lー l 'tの他j竺(~J!:)
'1 億円

七 193十担問 7， 1 i 0 3 I 44. 8 I 一一 I 7，4__ ~_S I 6.7 1. 5 i 7.6 I 16.9 i 3.2 :1 22師

55 1 10. 9 1 15， 7 I 13. 4 1 1川 13. 0 1. 6. 6 I 12. 3 13什 8， 7 1 4， 3 I o. 2 1 1民間2
60 9，7 I 19.1 I 9，4 i 1，8 I 16，9 i 9.4 I 12，1 13.3 Iι7  j 1.5 I 0.211 17，431 
日 8，9I 】9_3 1 8，2 I O. 5 1 19. 2 1 8. 3 I 12. 7: 17， 2: 4. 2 i o. 3リ1.1 i 37，230 
70 6，7 I 21. 7 I 7.3 I 0.3 I 16.6 I 12.4 I 11ι15.9 ! 3.6 i 3.5 i Q. 6 ~ 81，877 
75 1 6. 5 I 16. 3 1 6.7 I 0川 15.11 11. 4川 2，6i 22川 3.61 川 O.3 !I 208， 609 

1934-'36年字均左1973年は補距後予驚観巴その他鴨に予備費を合むr.19.55年までの対外処理費には.終検嘗後処理費を合む 1950停の酎術関係費は，

費気予備隊貨 同土保全及開発費と産業録済貨の合計敬健は，腐葉経済費・出資及び段爽・鏑梅現象賓の合Jt

総理府『日本統計年瞳1.大蔵省『財政統計aょっ作成

(!住所)安藤FHif(1979)、p.18の表27を日IJねした。



人

jヘ

R
-
ロ
l
ズ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
現
在
小
さ
い
政
府
で
豊
か
な
国
で
あ
る
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
人
口
が
大
き

く
、
国
民
経
済
や
文
化
の
発
展
に
つ
れ
て
政
府
の
経
費
は
膨
張
す
る
と
い
う
ワ
グ
ナ
i
法
則
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

設
備
投
資
を
拡
大
し
た
。

だ
が
政
府
の
役
割
は
財
政
の
よ
う
な
直
接
的
な
手
段
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
国
有
毘
営
化
や
政
府
独
占
に
よ
っ
て
政
府
自
ら
市
場

で
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活
動
し
た
り
、
多
額
の
補
助
金
、
助
成
金
を
民
間
企
業
に
与
え
る
保
護
育
成
者
と
し
て
活
動
す
る
以
外
に
、
民
間

企
業
の
設
備
投
資
や
新
規
事
業
進
出
と
い
っ
た
意
思
決
定
行
動
に
介
入
し
て
、
望
ま
し
い
方
向
の
決
定
を
す
る
よ
う
「
促
進
」
し
た
り
、

逆
に
望
ま
し
く
な
い
決
定
を
し
な
い
よ
う
「
規
制
」
す
る
よ
う
な
コ

i
チ
と
し
て
の
役
割
、
業
界
の
過
当
競
争
を
抑
制
す
る
レ
フ
ェ
リ
ー

と
し
て
の
役
割
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
望
ま
し
い
方
向
を
探
っ
て
指
示
す
る
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
役
割
な
ど
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
や
日
本
な
ど

先
進
諸
国
の
民
営
化
(
胃
吉
田
門
広
三
5
ロ
)
)
へ
の
動
き
は
増
大
す
る
財
政
赤
字
の
縮
小
が
そ
の
引
金
に
な
っ
て
い
る
が
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
の
政
府
の
役
割
を
ま
す
ま
す
小
さ
く
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
も
あ
る
c

し
た
が
っ
て
政
府
の
役
割
は
財
政
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
(
経
済
)
政
策
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
る
ο

そ
こ
で
次
に
そ
う
し
た
政

策
の
一
つ
で
あ
る
経
済
計
閣
の
検
討
に
移
ろ
う
。
な
お
、
各
国
の
財
政
制
度
に
つ
い
て
は
表
一
一
一
ー
ー
5
の
通
り
で
あ
る
。
予
算
編
成
過
程
は

イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
で
説
明
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
は
結
果
と
し
て
の
予
算
額
の
変
化
パ
タ
ー
ン
を
説

明
す
る
が
、
予
算
編
成
の
プ
ロ
セ
ス
で
の
政
府
と
産
業
の
相
互
作
用
、
と
く
に
新
し
い
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る

に
は
不
向
き
で
あ
る
。
そ
し
て
経
済
計
画
や
産
業
政
策
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
こ
う
し
た
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。



主要国の財政制度比較表三一5
比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

九
九
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四

経
済
計
癌

経
済
計
画
の
性
格

政
府
が
市
場
に
介
入
す
る
場
合
、
マ
ク
ロ
的
な
財
政
政
策
や
金
融
政
策
、
ミ
ク
ロ
的
な
産
業
政
策
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
政
策
を
立
案
・

実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
相
互
の
関
連
を
示
す
基
本
的
な
「
経
済
計
画
」
を
策
定
・
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
。
「
経
済
計
画
」

は
国
と
時
代
に
よ
り
そ
の
性
格
・
機
能
・
役
割
を
変
化
さ
せ
る
が
、
小
峰
隆
夫
に
よ
れ
ば
、
間
四
i
ー
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

ま
ず
第
一
に
経
済
体
制
の

い
で
あ
る
つ
社
会
主
義
体
制
の
閣
と
資
本
主
義
体
制
の
国
と
で
は
一
経
済
計
画
」
の
意
味
合
い
が
そ
も
そ

も
達
、
っ
。
資
源
配
分
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
公
的
部
門
の
管
理
に
委
ね
る
社
会
主
義
国
に
お
い
て
は
、
政
府
の
経
済
計
闘
の
実
施
が
資
源
配
分
の

結
果
を
左
右
す
る
か
ら
、
そ
う
し
た
経
済
計
画
は
命
令
的
(

H

ロ
6
2主
主
)
な
色
彩
が
強
い
。
資
源
配
分
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
委
ね
る

資
本
主
義
国
に
お
い
て
は
、

民
間
企
業
の
自
由
な
活
動
に
よ
る
資
源
配
分
が
基
本
で
あ
る
か
ら
、

政
府
の
経
済
計
一
関
は
指
示
的

(-E山
口
伊
丹

7
S
)

な
も
の
に
留
ま
る
。

第
二
に
経
済
の
発
展
段
階
の
違
い
で
あ
る
。
「
経
済
計
画
」
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
意
義
と
先
進
国
に
お
け
る
そ
れ
も
違
っ
て
い
る
c

発
展
途
上
国
に
お
い
て
は

(
か
つ
て
の
日
本
も
そ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
)
、

そ
も
そ
も
民
間
の
産
業
基
盤
が
脆
弱
な
た
め
に
、
政
府

の
計
画
や
政
策
に
よ
っ
て
何
よ
り
も
国
民
経
済
の
白
宣
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
ο

し
た
が
っ
て
経
済
計
阿
は
「
開
発
(
発

展
)
計
画
」

の
性
格
が
強
く
、
丸
一
体
的
な
基
幹
産
業
村
正
一
す
の
育
成
・
振
興
、
そ
の
た
め
の
施
策
・
措
置
と
い
っ
た
命
令
的
な
内
容
で
あ
る
仁

し
か
し
先
進
国
の
場
合
は
、
す
で
に
篠
間
と
し
た
経
済
基
殺
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
た
め
、
ミ
ク
ロ
政
策
的
な
特
定
産
業
の
強
化
よ
り
も
、

全
体
と
し
て
の
マ
ク
ロ
政
策
的
な
成
長
、
物
価
、

雇
用
、
国
際
摩
擦
(
通
貨
、
貿
易
等
)

の
調
整
が
指
示
的
な
計
聞
に
よ
っ
て
行
わ
れ

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
絞
治
シ
ス
テ
ム

九



図四一 1 経済計画の性格と 2つの判断軸

発展段階

先
進
国

指示的 (indicati ve) 

Jフ

(社会主義)

経済体制

(自由主義)

じン
命令的(im pe r a t i ve) 

(
発
出
途
上
向

九



る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
戦
争
や
恐
慌
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
際
の
計
画
の
意
義
と
臼
常
的
状
況
で
の
計
画
の
違
い
等
が
考
え
ら
れ

る。
先
進
閣
の
経
済
計
画

日
本
は
明
治
維
新
以
来
、
資
本
主
義
体
制
の
下
で
発
展
途
上
国
か
ら
先
進
国
へ
と
変
化
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
経
済
計
画
も
戦
時
、

戦
後
復
興
期
ご
九
一
一
一

O
!
四
0
年
代
)
等
に
み
ら
れ
た
比
較
的
命
令
的
な
も
の
か
ら
指
示
的
な
性
格
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

表
四

1
1は
戦
後
の
わ
が
国
の
経
済
計
画
(
た
だ
し
一
九
五
五
年
以
降
の
も
の
)
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
先
進
諸
国
の
経
済
計
麗

と
比
較
す
る
と
ど
、
つ
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

表
四

1
2に
よ
る
と
、
先
進
諸
国
は
戦
後
そ
れ
も
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
経
済
計
画
を
策
定
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で

戦
後
の
先
進
諸
国
で
は
「
計
画
化
」
(
℃

}
2
5
2
t
g
)
へ
の
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
計
画
の
命
令

的
性
格
の
強
化
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
市
場
を
補
完
す
る
指
示
的
計
画
の
採
用
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
「
経
済
計
画
」
の
兵

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
各
国
ご
と
に
少
し
ず
つ
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
①
計
画
の
歴
史
的
伝
統
、
②
根
拠
法
の
有
無
、
ゆ
財
政
と

の
関
連
、
④
議
会
と
の
関
係
等
の
諸
点
か
ら
み
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
が
も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
条
件
を
よ
く
備
え
て
い
る
。
ま
た
ス
ウ
ェ

l
デ

ン
や
オ
ラ
ン
ダ
等
の
北
欧
福
祉
国
家
諸
国
も
経
済
計
画
を
重
視
し
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
西
ド
イ
ツ
は
、
経
済
危
機
が
発
生
し
た
一
九
六

0
年
代
後
半
か
ら
、
主
と
し
て
財
政
計
画
と
の
関
連
で
長
期
的
な
経
済
の
展
望
を
明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
(
表
一
二

1
5を
参
照
)
。
ァ

メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
も
、

八
0
年
代
以
降
、
経
済
見
通
し

(2C口
c
g
r
g己
gr)
と
い
う
形
の
計
画
策
定
を
し
て
い
る
。

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

九
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日
本
の
経
済
計
画
の
機
能

き
て

日
本
の
経
済
計
一
到
の
機
能
・
投
割
に
つ
い
て
の
検
討
に

ろ
う
わ
指
示
的
計
簡
の
市
場
に
お
け
る
役
割
は
仰
で
あ
ろ
う
か
c

計

一
郎
を
議
定
せ
ず
、

に
市
場
校
せ
に
す
る
場
合
と
何
が
遠
山
て
え
る
の
だ
ろ
う
か

、
わ
が
隠
の
経
済
計
一
闘
の

向
一
挙
げ
主
い

白い匂才品、+」匹、

念

品

ペ

一

2
1
u

公
式
の
将
来
予
測
や
期
待

展
望
を
不
す
こ
と
に
よ
る
啓
蒙
的
、

教
育
的
役
初
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
総
合
的
な
将
来
予
測
に

よ
っ
て
、
経
済
各
部
門
間
の
相
互
依
存
関
係
を
明
確
に
し
、
経
済
社
会
の
変
化
の
方
向
お
よ
び
将
来
の
姿
を
示
し
、
長
期
的
政
策
課
題
を

明
ら
か
に
す
る
。
」
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
民
間
部
門
は
、
こ
の
反
撃
を
)
つ
の
参
考
に
し
て
、
長
期
的
な
意
思
決
定
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
む

第
二
は
、
政
府
の
長
期
的
政
策
を
徒
一
一
小
し
て
公
約
す
る
と
い

る
の
こ
れ
は
「
各
殺
に
L

わ
た
る
似
別
政
策
を
長
期
的
な
政
策

目
標
実
現
と
い
、
つ
視
点
か
ら
総
合
化
、
体
系
化
し
、
社
会
保
障
、
社
会
資
本
な
ど
政
府
公
共
部
門
に
つ
い
て
、

し
て
の

を
一
あ
す
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
、
計
画
策
定
過
程
で
の
利
害
調
整
と
各
方
面
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス

(
合
窓
)
を
形
戎
す
る
と
い
う
役
割
で
あ
る

こ
れ
ば

「J
計
画
策
定
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
(
企
業
家
、
労
働
組
合
、
消
費
者
等
)

の
間
に
お
け
る
利
得
調
整
を
凶
る
と
い
う
こ
と

が
期
待
さ
れ
¥
「
国
民
経
済
を
構
成
す
る
各
主
体
問
で
情
報
の
共
有
が
関
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
ひ

こ
れ
ら
三
つ
の
役
割
は
、
指
示
的
計
一
郎
の
二
一
つ
の
ア
プ
口
:
ヂ
(
予
測
的
、
政
策
的
、
協
調
的
〉
と
し
て
解
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
う
少
し
検

A
す
る
こ
と
に
し
た
い
む

レ
L
h小
、
¥
ノ
l

「
円
、
ノ

1
6
4
ヘノ

!
t
J

訓
示
ぴ
け
叶
ダ

i
i
d
可
♂

、
ン
ス
テ
ム

九
ーと



九
)¥. 

長
期
的
政
策
の
提
示

ま
ず
政
府
の
長
期
的
政
策
の
提
示
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
各
時
代
の
計
画
の
中
身
が
ど
の
程
度
つ
ぎ
の
時
代
の
社
会
状
況
の

変
化
を
先
取
り
し
、
政
策
の
方
向
や
謀
題
を
適
切
に
盛
り
込
ん
で
い
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
表
四
ー
を
見
る
と
、
①
全
体
と
し
て

の
問
題
意
識
の
変
化
(
自
立
・
成
長
、
た
と
え
ば
池
田
内
関
の
所
得
倍
増
↓
社
会
問
題
、

た
と
え
ば
佐
藤
内
閣
の
社
会
開
発
や
大
一
千
内
閣

の
田
園
都
市
構
想
↓
国
際
的
配
慮
)
、
②
産
業
構
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
変
化
(
重
化
学
工
業
↓
高
度
加
工
産
業
↓
知
識
集
約
産
業
↓
ソ
フ
ト
化
)
、

③
新
た
な
問
題
群
へ
の
取
り
組
み
(
公
害
、
年
金
等
)
な
ど
の
面
で
評
価
し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

合
意
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
将
来
展
望
の
提
供

つ
ぎ
に
整
合
的
な
将
来
展
望
の
提
供
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
後
の
各
方
面
か
ら
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
(
合
意
)
形
成
と
い
う

国
際
収
支
、

こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
整
合
性
と
い
う
点
で
は
、
昭
和
田

O
年
の
中
期
経
済
計
画
以
来
、
計
量
経
済
モ
デ
ル
が
採
用
さ
れ
て
G
N
P
と

デ
フ
レ

l
タ
と
物
価
上
昇
率
、
失
業
率
と
い
っ
た
数
健
闘
の
整
合
性
が
保
た
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
計
量
モ
デ
ル
に
よ
る
シ

ミ
ュ
レ
!
シ
ョ
ン
と
い
う
方
法
の
採
用
に
よ
っ
て
、
計
画
に
対
す
る
各
方
面
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
将
来
展
望
と
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
成
長
率
で
あ
る
が
、
想
定
数
値
と
実
績
数
値
に
は
通
常
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
た
め
に
政
府
の
予
測
に
対
す
る
批
判
が
出
る
こ
と
が
あ
る
が
、
多
少
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
出
る
の
は
全
知
全
能
の
神
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
ら
避
け
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
興
味
深
い
の
は
、
正
確
な
予
測
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
予
測
は
政
府
に
限
ら

ず
各
種
の
民
問
機
関
で
も
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
が
成
長
率
予
想
を
出
す
の
は
な
ぜ
か
で
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
を
し
な



い
場
合
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

政
府
の
想
定
成
長
率
は
、
適
合
的
期
待
形
成
(
邑
由
主
守

ma宮
門
仲
田
己
O
口
白
鳥
宮
間
)

の
ル
l
ル
に
合
致
し
て
い
る
と
い
列
。
す
な
わ
ち

図
四

1
2
の
よ
う
に
、
翌
期
の
計
画
の
想
定
成
長
率
は
、
必
ず
前
計
画
の
想
定
と
実
績
の
中
間
に
位
置
す
る
と
い
う
法
則
性
が
あ
る
。

つ

ま
り
、
前
回
の
想
定
よ
り
も
実
績
が
上
田
る
(
下
回
る
)
と
、
次
回
の
想
定
は
必
ず
引
き
上
げ
ら
れ
る
(
下
げ
ら
れ
る
)
が
、
前
回
の
実

績
を
上
回
る
(
下
回
る
)
ほ
ど
引
き
上
げ
ら
れ
る
(
下
げ
ら
れ
る
)
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
示
唆
す
る
の
は
、
成
長
率
の
算
定
は
、
事
務
局
が
勝
手
に
数
字
を
出
し
た
り
、

モ
デ
ル
か
ら
自
動
的
に
出
て
く
る
よ
う
な

単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
成
長
率
を
ひ
と
つ
の
現
実
的
な
数
値
と
し
て
社
会
的
に
集
約
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
に

こ
そ
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
予
測
と
実
績
が
霜
離
す
る
の
は
ま
ず
い
の
で
予
測
は
幅
を
も
た

せ
て
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
い
く
つ
か
の
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
た
複
数
の
予
測
値
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
批
判
が
あ
る
が
、

大
事
な
こ
と
は
「
は
じ
め
に
マ
ク
ロ
予
測
値
あ
り
き
」
と
い
う
こ
と
で
、

そ
れ
で
は
各
企
業
な
ど
の
民
間
経
済
主
体
は
政
府
の
予
測
を
意
思
決
定
の
際
、
あ
ま
り
参
考
に
で
き
、
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
青
木
昌
彦
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
)
O

す
こ
し
大
胆
に
い
う
と
、
肝
心
な
こ
と
は
予
測
が
あ
た
る
か
、
あ
た
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
個
別
企
業
の
事

業
計
画
の
作
成
の
際
、
参
照
枠
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
う
る
よ
う
な
、
説
得
力
を
も
っ
た
マ
ク
ロ
予
測
値
が
一
つ
提
示
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
自
体
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
中
略
)

た
と
え
ば
、

一
九
六

0
年
代
に
計
画
当
局
は
コ
ン
シ
ス
タ
ン
ト
に
マ
ク
ロ
成
長
率
を
過
小
評
価
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
故
渡
部
経
彦
教

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

九
九



計画の想定と実績の関連図

仁コな1定

一四(十
M
民
咋
犠
)
寸
断

一
回
止
五

1
6
h
豆

J
J
事
¥
一

一
戸
新
経
済
社
会
/
一

5

J
4
f
七
力
午
計
一
関
¥
「
に
い

一志功
l
ヘ
m
h五
〈
)
〉
日
午
、
/
一

開
刊
ベ

I
Sシ
仰
跡
絞
昨
仲
川
齢
巴
一

!
i
同
[
[
ム
ヘ
経
済
社
会
J

十
叩

F

9

4

/

総
本
計
蘭
」
一

=

i

一

ド
l
i
-
-
G
(新
統
済
社
会
発
山
間
引
山
間
二
一
氏
リ

仏
!
白
(
禁
制
ん
語
版
J

川

哩

一

MIll--
回
川
一
(
広
告
詰
)

J

1
A
L

「司
U
U

一

M
i
l
-
-
?
U自
民

所

得

前

町

側

)

一

M
l
1
Y
M
(新
長
期
料
済
計
耐
)
一

切

れ

二

〈

、

s

-

γ
1
1
k
l
i
g
J
完
治
eμzvJ2'44洲一一

-

r

F

ぬ

i

r

m

1
i
l
1
1
1
1
1
1
1」
!
?
!
?
i」

4

・

0

持

ド

り

4

づ〕

O

、二た*ff

図四一2

産業政策のR・米・欧比較

日本 米国 欧州諸国

基本哲学市場メカニ市場メカニ市場メカニ

ズム補完 ズム万能 ズム不信が
主流

主な政策ピジヨシイ乍貿易制限措国営伯、大

手段 成、審議会置、国防・規模な国内

などによる宇宙関係技補助金

ソフトな誘術開発

導

表五一 1

一C
C



授
に
よ
れ
ば
政
府
当
局
の
意
図
的
な
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
る
が
、

企
業
は
計
一
関
当
い
仰
の
マ
ク
ロ
成
長
予
測
俸
に
自
己
の

シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
た
め
の
数
%
を
上
乗
せ
し
て
、
事
業
計
痴
を
作
成
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
、
っ
。
結
果
と
し

計
附
当
防

の
提
示
し
た
マ
ク
ロ
予
測
値
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
の
、
そ
う
い
う
形
式
で
民
間
経
済
主
体
が
事
業
計
婚
を
作
成
す
る
際

に
用
い
る
共
通
参
照
枠
と
し
て
の
役
割
は
担
っ
た
と
い
い
う
る
よ
、
つ
で
あ
る
つ

ご
、
白
恭
一
キ

paghv~

F
1
4ヰ
f
t
f
丸、ん

青
木
は
、
間
々
の
経
済
主
体
が
共
通
の
将
来
期
待
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
き
、
結
果
的
に
社
会
的
な
最
適
成
長
経
路
一
タ

i
ン
バ
イ
ク

経
路
)
を
辿
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
一
九
六

0
年
代
の
経
験
に
照
ら
し
て
検
討
し
て
い
る
G

小
蜂
も
一
一
一
則
前
実
務
の
経
験
か
ら
問
様
の
指

摘
を
し
て
い
る
c

私
0) 

ム
し
で
も
、
各
企
業
が
投
資
計
画
、
経
営
一
叫
削
減
を
た
て
る
と
き
、
政
府
の
マ
ク
ロ
経
済
の
予
測
か
ら
出
発
し
て
、
各
業

問
介
の
予
測
を
出
し
、
さ
ら
に
自
社
に
つ
い
て
の
需
要
予
測
を
導
く
と
い
う
こ
と
は
、
最
も
一
般
的
な
や
り
万
だ
と
忠
う
。
し
た
が
っ
て
、

政
府
の
予
測
…
が
民
閣
の
経
済
主
体
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
っ
た
と
患
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
計
爾
に
示
さ
れ
た
数
値
が
、

比
較
的
抵
抗
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
い
、
つ
こ
と
は
、
日
本
株
式
会
制
的
な
政
府
、
企
業
の
結
び
つ
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

計
聞
の
数
依
そ
の
も
の
が
、

の
潜
在
的
予
棋
を
汲
み
上
げ
る
よ
う
な
形
で
提
示
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
ο

山
T

の
日
本
の

ス一一ノム

I¥ 
'-J 



。

計
商
作
成
過
程
に
お
け
る
政
府
と
民
間
、
民
間
部
門
間
関
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
各
主
体
問
に

共
通
の
一
般
的
期
待
、
予
想
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、

い
わ
ば
個
人
的
な
期
待
の
社
会
的
な
期
待
へ
の
集
約
機
能
こ
そ
、

日
本
の
政

治
経
済
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
と
考
え
る
。
計
画
内
容
の
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
効
果
」
も
大
事
で
あ
る
が
、
計
画
作
成
の
「
プ

ロ
セ
ス
効
果
」
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
集
約
さ
れ
て
出
て
き
た
社
会
的
予
測
は
、
あ
く
ま
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
す
ぎ
な
い
か

ら
、
企
業
は
シ
ェ
ア
拡
大
の
た
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
か
ま
わ
ず
ど
ん
ど
ん
設
備
投
資
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
も
っ
て
い
る
。
各
企
業
が

強
気
で
あ
れ
ば
過
当
競
争
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
高
成
長
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
、
判
。

五

産
業
政
策

定
義
の
問
題

財
政
政
策
や
金
融
政
策
に
代
表
さ
れ
る
マ
ク
ロ
的
経
済
政
策
は
、
標
準
的
な
経
済
学
の
な
か
で
一
応
の
理
論
的
根
拠
を
与
え
ら
れ
て
い

よ
り
ミ
ク
ロ
な
産
業
政
策
は
、
正
当
化
の
論
拠
が
暖
昧
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
定
義
す
ら
論
者
の
立
場
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
産
業
政
策
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
よ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
性
格
づ
け
や
強
調
点
の
置
き
方
に
よ
り
産
業
構
造
政
策
、

る
の
に
対
し
、

産
業
組
織
政
策
、
産
業
合
理
化
政
策
、
産
業
戦
略
、
産
業
経
過
政
策
、
産
業
調
整
援
助
、
積
極
的
調
整
政
策
(
吉
田

E
2
邑
}
5
5
2ご
)
。
青
三
、

部
門
別
政
策
(
印

2zz-
宮
]
同
町
三
、
目
標
設
定
政
策
(
宮
『
岡
市

5阿
古

o
z
n
之
、
勝
者
選
択
政
策
(
℃
片
付
百
四
円
U
叩
き
ロ
ロ
ミ
℃
c
z
n
ご
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
財
政
・
金
融
政
策
と
違
っ
て
産
業
政
策
が
、
国
や
時
代
、
論
者

の
立
場
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
な
捉
え
方
、
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
産
業
政
策
の
国
際
比
較
、
歴
史



的
比
較
は
、
単
純
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
標
準
的
な
経
済
学
の
教
科
書
を
み
て
も
、
産
業
政
策
に
関
す
る
記
述
は
皆
無
で
あ

る
か
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
近
、
応
用
ミ
ク
ロ
経
済
学
を
ベ
!
ス
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
か
v

が、

標
準
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
い
え
る
も
の
を
形
成
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
財
政
政
策
が
資
源
配
分
、
景
気
安
定
、
所
得
一
得
分
配
の

機
能
を
期
待
さ
れ
、
金
融
政
策
が
イ
ン
フ
レ
抑
制
と
物
価
安
定
、
国
際
均
衡
の
機
能
を
果
た
す
の
に
対
し
、
産
業
政
策
は
一
般
に
「
市
場

の
失
敗
」
に
対
処
す
る
機
能
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
は
小
宮
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
告
ど
の
よ
う
な
状
況
を
市
場
の
失
敗
と
認
め
る
か
、
②
そ
れ
ぞ
れ
の
失
敗
類
型

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
措
置
が
要
請
さ
れ
る
の
か
、
③
政
府
や
政
策
の
失
敗
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
、
④
政
策

の
メ
リ
ッ
ト
と
各
種
の
コ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
比
較
粁
量
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
ど
れ
ひ
と
つ
を
取

り
上
げ
て
も
、
有
力
な
解
答
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
斜
。
た
だ
問
題
が
、
市
場
と
政
府
(
政
策
)
の
い
か
な
る

ミ
ッ
ク
ス
が
望
ま
し
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

以
下
の
議
論
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
産
業
政
策
を
「
市
場
の
失
敗
に
対
処
す
る
た
め
、
個
別
の
産
業
に
対
し
て
規
制
や
助

成
、
あ
る
い
は
保
護
な
ど
の
介
入
を
す
る
政
策
」
と
し
て
お
く
。
ぞ
う
す
る
と
、
産
業
政
策
の
国
際
比
較
と
歴
史
的
比
較
に
お
け
る
問
題

は
、
第
一
に
、

こ
の
よ
う
な
産
業
政
策
が
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
に
お
い
て
ど
こ
ま
で
正
当
化
さ
れ
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
正
当

化
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
よ
う
な
先
に
述
べ
た
問
題
が
ま
ず
あ
る
α

第
二
に
、
産
業
政
策
の
環
論
的
位
置
づ
け
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
具
体

一f
k

守

、

的
な
政
策
措
置
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
智
は
と
う
な
の
カ
c

産
業
政
策
の
政
策
目
的
で
は
な
く
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
政
策
手
段
は
国
や

時
代
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
、
あ
る
国
あ
る
時
期
の
産
業
政
策
に
関
し
て
、
実
態
の
特
撮

を
正
当
化
の
理
念
に
照
ら
し
て
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
の
問
題
を
第
一
の
問
題
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

。
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た
だ
情
報
や
資
料
の
限
界
か
ら
、
こ
こ
で
も
図
式
的
な
比
較
見
取
諮
を
得
る
こ
と
で

応
満
足
し
て
お
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

先
進
閣
の
産
業
政
策

日
米
欧
の
産
業
政
策
を
大
ざ
っ
ぱ
に
比
較
す
る
と
、
表
五
i

l
の
よ
恥
つ
に
な
る
c

ア
メ
リ
カ

ア
メ
リ
カ
で
あ
る

基
本
的
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
ι

を
一
お
よ
慨
す
る
た
め
、
政
府
の
役
判
的
は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
と
ど
め
て
ミ
ク
ロ

策
…
が
「

な
産
業
政
策
は
す
る
ぺ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
c

な
い
~
よ
う
に
思
え
が
が
、
先
の
定
義
に
し
た
が
う
と
、
開
閉
山
叫
ん
序
業
へ
の
政
府
介
入
は
ア
メ
リ
カ
で
も
実
泌
さ
れ
て
い
る
へ

こ
λ
f
1
}
人た

す
る
と
、

ア
メ
リ
カ
に
は

や
運
輸
・
通
信
産
業
部
門
に

て
は
、

の
規
制
緩
和
紙
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
数
多
く
の
拍
立
規
制
刷
機
関
に
よ
る
規
制

れ
て
い
る
。
ま
た
菌
防

噌
}
対
し
て
は
政
府
調
達
や
膨
大
な

n
k
&
D

(
研
究
開
発

し
て
い
る
3

さ
ら
に
、
間

h
J

一日」コロレレつ

/
U
J
L

ぺ
L
4
J
L

な
ワ
て
い
る
輸
入
制
限
政
策
が

れ
て
い
る
必
た
と
え
ば
繊
維
、

カ
ラ

!
?
v

自
動
車
、

主
怜
機
械
、
半
導
体
な
ど
さ
ま
さ
ま
な
形
態
の

レ
ーて

C') 
政

i土

多
い
が
、
賢
易
赤
寸
寸
の
増
大
は
一
yF
メ
ワ
カ
国
一
内
の
保
護
主
義
勢
り
を
刺
激
し
、

へ
の
ロ
ピ
イ

L
グ
を
強
め
、
日
米
関
係
を
緊
張
さ
せ

て
い
る
の
は
周
郊
の

E2 
欧



間
欧
諸
国
の
市
場
に
対
す
る
考
え
方
は

フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
で
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
不
信
感
が
強
く
、
西
ド
イ
ツ
や
最

近
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
市
場
機
構
重
視
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
日
米
欧
の
相
対
比
較
か
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
市
場
不
信
型
が

主
流
と
い
え
る
。

西
欧
の
産
業
政
策
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
最
近
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
よ
う
に
民
営
化
が
顕
著
で
あ
る
が
、

一
般
に
国
有
化
や
国
営
化

と
い
う
か
な
り
強
い
介
入
を
政
府
が
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
益
事
業
や
運
輸
・
通
信
産
業
だ
け
マ
な
く
、
製
造
業
の
分
野
に
も
国
営
・
公

営
企
業
が
多
い
。
西
欧
の
政
府
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
機
能
を
来
た
す
の
で
あ
る
。
ま
た
国
が
選
ん
だ
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
企
業
」

へ
の
財
政
的
支

援
も
実
施
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
産
業
政
策
の
手
段
と
し
て
、
大
規
模
な
国
内
補
助
金
を
出
し
て
き
た
。
西
ド
イ
ツ
な
ど
の
石
炭
産
業
や

E

C
各
国
の
航
設
機
産
業
へ
の
膨
大
な
補
助
金
交
付
が
代
表
的
で
あ
る
。

西
欧
諸
国
の
産
業
政
策
は
、
国
有
化
や
補
助
金
と
い
っ
た
直
接
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
る
が
、

E

C
統
合
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ

に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

E

C
各
国
の
産
業
政
策
の
理
念
や
政
策
手
段
が
変
わ
る
の
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本

日
本
の
産
業
政
策
の
理
念
と
実
態
は
、
ア
メ
リ
カ
と
西
欧
の
中
間
に
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ア
メ
リ
カ
寄
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
時
代
に
よ
り
変
化
し
て
き
で
お
り
、
欧
米
へ
の
キ
ヤ
ァ
チ
ア
ッ
プ
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
一
九
七

0
年
代
以
前
と
以
後
で
は
と
く
に

廃
業
政
策
の
正
当
化
理
念
に
お
け
る
変
化
は
か
な
り
大
き
い
。
し
か
し
、

日
本
で
は
市
場
機
能
へ
の
不
信
感
は
、
そ
れ
を
否
定
し
て
社
会

主
義
を
め
、
ざ
す
ほ
ど
強
く
な
く
、
ま
た
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
万
能
論
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
「
市
場
の
失
敗
」

の
議
論
が
日

本
の
産
業
政
策
の
経
験
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
礎
に
そ
れ
を
補
完
す
る
よ
う
な
産
業

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
絞
済
シ
ス
テ
ム

一
O
五



一
O
六

政
策
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

政
策
手
段
と
し
て
は
、
ま
ず
通
商
・
貿
易
政
策
面
で
は
、
六

0
年
代
か
ら
の
貿
易
・
為
替
・
資
本
の
自
由
化
ま
で
は
保
護
主
義
政
策
を

と
っ
て
い
た
。
「
貿
易
立
国
」
と
い
う
こ
と
で
、
輸
入
を
抑
え
て
輸
出
を
延
ば
し
、
重
要
な
製
品
の
国
産
化
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
輸
入
・

関
税
割
当
な
ど
に
よ
る
輸
入
制
限
、
高
率
関
税
の
適
用
・
非
関
税
障
壁
の
設
定
(
差
別
的
物
品
税
、
排
他
的
販
売
組
織
、
政
府
調
達
な
ど
)

と
い
っ
た
政
策
に
よ
っ
て
自
動
車
、
石
油
化
学
、
合
成
繊
維
、
産
業
機
械
、
電
子
機
器
等
の
「
戦
略
産
業
」
を
保
護
し
、
同
時
に
、
こ
れ

ら
の
産
業
に
対
し
て
選
別
融
資
、
企
業
優
遇
税
制
の
よ
う
な
育
成
措
置
、
輸
出
振
興
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
西
欧
諸
国
の
よ
う

な
固
有
化
、
国
営
化
は
、
殖
産
興
業
・
官
営
事
業
期
(
一
八
七
O
i
八
一
年
)

や
戦
前
の
鉄
鋼
産
業
く
ら
い
に
限
ら
れ
、
統
制
経
済
を
し

て
い
た
の
は
、
戦
時
・
戦
後
復
興
期
(
一
九
三
七
l
五
二
年
)
で
明
治
二
一

O
数
年
の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
眺
め
る
と
ほ
ん
の
一
時
期
に
限

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
産
業
補
助
金
の
規
模
も
三
の
財
政
規
模
の
と
こ
ろ
で
み
た
よ
う
に
こ
れ
も
小
さ
い
。
そ
し
て
自
由
化

の
進
展
と
産
業
自
体
の
成
長
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
保
護
育
成
政
策
は
次
第
に
正
当
性
を
失
っ
て
ゆ
き
、
七

0
年
代
以
降
は
「
小
閣
の
論
理
」

は
通
用
し
な
く
な
っ
た
。

一
般
製
造
業
に
対
す
る
産
業
政
策
は
、
人
々

リ
カ
の
保
護
主
義
者
)
が
考
え
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
自
由
貿
易
的
で
、
開
放
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
か
〉
C

し
か
し
、
日
本
の
対
米
輸
出

し
た
が
っ
て
現
在
で
は
、
農
業
や
金
融
・
保
険
業
な
ど
を
別
と
す
る
と
、

(
と
く
に
ア
メ

自
主
規
制
が
い
く
つ
か
の
業
界
で
、
通
産
省
の
指
導
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
だ
ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
基
づ

い
た
こ
れ
ら
の
指
導
が
業
界
各
社
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
る
可
能
性
は
、
政
府
や
他
企
業
と
の
長
期
多
角
的
取
引
関
係
を
重
視
す
る
日
本
金

業
の
特
慨
を
考
慮
す
る
と
、
他
の
国
よ
り
も
高
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
表
五

1
2、
五

1
3は
、
先
進
諸
国
の
産
業
政
策
の
具
体

的
な
手
段
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。
航
空
・
宇
宙
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
(
原
子
力
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
)
、
新
素
材
な
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表
五
一
3
先
進
諸
国
の
先
端
技
術
産
業
育
成
策

一一一一一一
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ア
メ
リ
ヵ
|
 
西
ド
イ
ツ

フ
ラ
ン
ス
|
 
イ
ギ
9
ス
|
 
日

本

1. 
研
究
開
発
費

|
・
国
防
関
係
を
除
〈
政
府
負
担
|
・
政
府
負
担
額
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負
担
割
合
と
・
総
研
究
貨
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約
唱
0
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政
府
i
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国
防
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い
て
も
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政
1
・
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府
負
担
割
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|
 
額
は
日
本
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国
防
|
も
に
日
本
を
上
回
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.
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。

ど
の
先
端
技
術
産
業
に
対
し
て
は
、
ど
の
国
も
「
技
術
立
国
」
と
し
て
の
優
位
を
め
ざ
し
て
大
幅
な
助
成
・
促
進
策
を
実
施
し
て
い
る
し
、

ま
た
石
油
化
学
、

ア
ル
ミ
精
練
、
合
繊
、
造
船
、
鉄
鋼
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
構
造
不
況
業
種
や
衰
退
蔵
業
に
対
し
て
も
、
ど
の
国
で
も
大
き

な
政
治
的
社
会
的
問
題
と
し
て
、
調
整
援
助
策
を
実
施
し
て
い
る
c

こ
れ
ら
の
国
の
な
か
で
は
日
本
は
比
較
的
緩
い
政
策
を
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

ソ
フ
ト
な
誘
導
政
策
の
機
能
川
と
は
?

む
し
ろ
日
本
の
産
業
政
策
で
特
徴
的
な
の
は
、
表
五
!
ー
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
米
国
の
貿
易
制
限
、
欧
州
諸
国
の
産
業
補
助
金
な
ど

と
異
な
り
、
ま
ず
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
に
よ
り
方
向
を
示
し
、
そ
の
作
成
の
過
程
や
審
議
会
で
情
報
交
換
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
を
す
る
と

い
う
ソ
フ
ト
な
誘
導
政
策
汁
}
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
四
の
経
済
計
画
の
機
能
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
、
各
方
面
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得

な
が
ら
ひ
と
つ
の
将
来
展
望
を
集
約
化
す
る
機
能
と
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
経
済
計
画
は
マ
ク
ロ
な
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

産
業
政
策
は
個
別
産
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
点
が
異
な
る
。
で
は
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
な
誘
導
政
策
の
機
能
や
役
割
と
は
な
ん
で
あ
ろ

う
か
。こ
の
問
題
は
市
場
の
失
敗
の
議
論
と
関
連
さ
せ
て
い
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
産
業
政
策
の
理
論
的
根
拠
は
前
述
し
た
よ
う
に
市
場
の

失
敗
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

日
本
の
産
業
政
策
が
市
場
補
完
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
、
し
か
も
産
業
政
策
の

手
段
も
限
定
的
だ
っ
た
な
か
で
市
場
が
拡
大
e

成
長
し
た
こ
と
、

お
よ
び
戦
後
の
各
国
に
お
け
る
社
会
主
義
や
計
画
経
済
の
芳
し
く
な

か
っ
た
経
験
を
自
の
前
に
す
る
と
、

日
本
の
市
場
が
市
場
の
失
敗
を
超
え
て
「
成
功
」
し
て
き
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。



日
本
市
場
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
不
確
実
な
な
か
に
お
い
て
も
効
率
的
で
あ
り
得
た
の
は
、
将
来
が
不
確
実
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
、
リ
ス
ク
を
冒
し
て
投
資
す
る
企
業
家
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
持
。
そ
し
て
政
府
の

今
井
賢
一
は
、

役
割
は
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
点
に
あ
る
が
、
こ
の
情
報
交
換
が
シ
ナ
i
ジ
ズ
ム
(
相
乗
効
果
)
を
生
み
出
す
と
い
う
。
進
化
論
(
エ

ボ
リ
ュ

l
シ
ョ
ナ
リ

I
・
ア
プ
ロ
ー
チ
)
で
使
わ
れ
る
シ
ナ
ジ
!
と
は
正
の
外
部
効
果
に
似
た
概
念
で
あ
る
。
情
報
交
換
の
過
程
で
、
企

業
家
た
ち
は
学
習
(
ラ
l
ニ
ン
グ
)
し
、
成
長
変
化
し
て
、
お
互
い
の
手
の
内
を
読
み
合
う
と
い
う
不
確
実
性
が
な
く
な
り
、

一
定
数
の

企
業
が
投
資
に
踏
み
き
る
。
そ
う
し
て
あ
る
闇
値
を
越
え
る
と
、

い
っ
せ
い
に
投
資
が
起
こ
り
、
産
業
と
し
て
の
累
積
過
程
が
始
ま
り
だ

す
。
産
業
政
策
と
し
て
の
情
報
交
換
と
は
そ
の
累
積
過
程
に
適
切
な
方
向
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
キ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
て
「
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
」
高
成
長
期
に
典
型
的
な
日
本
市
場
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
は
、
市
場
の
失
敗
と
さ

れ
る
外
部
効
果
の
存
在
に
よ
っ
て
日
本
市
場
は
こ
れ
ま
で
成
功
し
て
き
た
と
い
う
逆
説
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
。
市
場
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
外
部
効
果
と
い
う
視
点
か
ら
政
府
の
政
策
形
成
機
能
を
考
察
す
る
と
い
う
今
井
の
見
解
は
、

や
や
抽

象
的
な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
分
析
が
比
較
的
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
で
あ
ろ
う
ο

今
井
は
一
例
と
し
て
、

日
本
電
気
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
に
進
出
し
て
現
在
の

C
&
C
ハ
リ

C
S℃
5
2
貯

の

C
E

形
成
す
る
際
、
当
時
の
小
林
宏
治
社
長
(
現
会
長
)
が
強
気
の
投
資
決
意
を
し
た
背
景
と
し
て
、
「
公
的
な
需
要
創
出
、
補
助
金
等
を
通

じ
て
、
国
際
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
通
産
省
の
強
い
姿
勢
と
、
前
述
の
よ
う
な
情
報
交
換
の
な
か
で
産
業
界

に
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
た
情
報
産
業
に
お
け
る
事
業
機
会
の
将
来
性
に
対
す
る
期
待
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
半
導
体
産
業
に
お
け
る
超

L
S
I
技
術
研
究
組
合
に
よ
る
製
造
技
術
の
開
発
は
、
ち
ょ
う
ど
第
二
次
石
油
危
機
と
い
う
将
来
の

見
通
し
の
立
て
が
た
い
頃
に
、
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
積
極
的
な
設
備
投
資
に
よ
り
、
製
造
技
術
の
完
成
と
産
業
基
盤
の
確
立
を
見
た
。
そ

比
較
の
中
の

B
本
の
政
治
絞
済
、
ン
ス
テ
ム



の
後
は
、

各
中
援
企
業
に
よ
っ
て
製
造
装
置
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
積
み
上
げ
ら
れ
、

エ
ボ
リ
ュ

l
シ
ョ
ナ
リ
!
な
発
展
を
遂
げ

て
き
た
。
そ
こ
で
「
問
題
は
、
そ
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
時
期
に
お
け
る
設
備
投
資
を
支
え
た
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
通
産

省
を
中
心
に
作
ら
れ
て
い
た
半
壊
体
関
連
産
業
の
発
展
に
関
す
る
あ
る
程
度
ま
で
数
量
的
な
判
断
と
、
町
一
一
取
的
に
は
寝
か
で
は
あ
る
が
、

I

C
製
造
設
備
の
法
定
耐
用
年
数
短
縮
等
に
よ
る
政
府
の
助
成
措
置
は
少
な
く
と
も
そ
の
一
つ
の
要
問
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
か
に
と
い

、
「
ノ
{

こ
う
し
て
産
業
政
策
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
存
は
直
接
的
、
命
令
的
な
も
の
で
は
な
く
、
特
徴
的
な
の
は
、

む
し
ろ
政
策
が
形
成
・
実

施
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
経
済
計
画
の
場
合
と
同
様
、
産
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定
過
程
に
お
け
る
政

府
と
民
間
、
民
間
部
門
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
交
換
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
各
主
体
関
に
共
通
の
一
般
的
期
待
や
予
想
が

形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
市
場
の
思
惑
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
を
一
つ
の
ヒ
ジ
ョ
ン
に
集
約
す
る
こ
と
は
当
然
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た

市
場
が
ビ
ジ
ョ
ン
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
利
害
調
整
さ
れ
て
出
て
き
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
誘
導
施
策
を
政
府
が
す
る

こ
と
は
、
企
業
の
投
資
決
定
に
影
響
を
与
え
、
あ
る
方
向
へ
の
発
展
を
市
場
に
示
唆
す
る
こ
と
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
ひ

政
府
と
民
間
、
民
間
部
門
相
互
の
情
報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
各
省
庁
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
審
議
会
ゃ
い
わ
ゆ
る
私

的
諮
問
機
関
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
実
態
は
不
透
明
で
全
体
像
を
つ
か
み
に
く
い
が
、
重
要
な
政
策
、
利
害
調
整
の
必

要
な
政
策
や
新
し
い
政
策
の
形
成
・
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
審
議
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
c

政
府
と
民
間
の
イ
二
、
ン
ア

チ
ブ
の
い
ず
れ
が
強
い
か
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
あ
ろ
う
が
、
審
議
会
は
常
に
政
府
原
案
を
オ

i
ソ
ラ
イ
ズ
す
る
だ
け
の
「
隠
れ
蓑
」

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
c

重
要
な
政
策
ほ
ど
民
間
部
門
相
互
の
利
害
調
整
が
難
し
く
な
り
、
ま
た
ア
イ
デ
ィ
ア
や
知
識
を
必
要
と
す
る
政

策
ほ
ど
専
門
家
の
意
見
を
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
審
議
会
は
、
各
方
似
の
利
害
調
整
や
知
識
の
体
系
化
、
組
織
化
の
場
と
な
る
。
政



府
事
務
局
は
調
整
者
で
あ
っ
て
、
実
質
的
な
意
思
決
定
者
は
市
場
の
側
に
あ
る
わ
け
で
あ
針
。

図
五

l
1は
通
産
省
の
産
業
政
策
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
念
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
な
政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
法
律
や
予
算
、
財
投

や
税
制
な
ど
で
表
現
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
基
礎
と
な
る
政
策
の
方
向
の
検
討
は
、
各
種
審
議
会
や
そ
の
下
の
部
会
な
ど
で
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
各
方
面
の
利
答
調
整
が
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
毎
年
度
の
政
策
が
形
成
・
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
は
理
念
で
あ
る
か
ら

実
際
の
政
策
調
整
は
こ
れ
ほ
ど
す
っ
き
り
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
通
産
省
は
比
較
的
大
臣
官
房
の
各
局
間
の
調
整
力
が
高
い
。

......._ 
J、

お
わ
り
に

以
上
の
多
少
粗
っ
ぽ
い
比
較
検
討
に
よ
り
、
現
在
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム
が
競
争
的
、
多
元
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

だ
と
考
え
る
ο

最
後
に
、
本
論
で
十
分
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
政
治
家
と
官
僚
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

政
策
過
程
に
お
け
る
政
治
家
と
官
僚
の
関
係
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
考
え
の
表
出
、
利
益
の
仲
介
、
政
策
決
定
、
政
策
実
施
の

各
段
階
に
お
け
る
「
役
割
の
共
同
化
」
が
先
進
各
国
に
お
い
て
進
行
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ど
ち
ら
が
政
策
を
決
め
て
い
る
か
わ
か
り

に
く
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
政
策
過
程
へ
の
参
加
者
の
拡
大
や
プ
ロ
セ
ス
の
長
期
化
、
複
雑
化
が
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

こ
れ
は
と
く
に
個
別
政
策
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
c

政
党
、
省
庁
、
利
益
団
体
か
ら
な
る
政
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

日
常
的
な
接

触
と
情
報
交
換
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
共
同
し
て
既
得
権
の
維
持
・
拡
大
に
あ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
産
業
政
策
に
つ
い
て

は
、
農
業
や
中
小
企
業
、

石
炭
産
業
な
ど
経
済
的
に
は
弱
い
が
政
治
的
に
は
強
い
部
門
は
、

政
治
家
主
導
に
よ
る
保
護
調
整
や
所
得
再
分

配
が
行
わ
れ
る
が
、
先
端
産
業
な
ど
の
部
門
は
、
官
僚
主
導
に
よ
る
革
新
や
資
源
配
分
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

比
較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
涜
シ
ス
テ
ム



図五一 1 産業構造政策における政策調整メカニズムについて(試薬)
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J
-
キ
ャ
ン
ベ
ル
は
、
医
療
保
健
政
策
の
分
野
に
お
け
る
政
策
転
換
と
新
政
策
が
、
政
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
?
?
じ
て
ど
の
よ
う
に
形

成
さ
れ
る
か
を
、

ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
に
お
い
て
日
本
の
特
搬
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
産
業
政

策
一
般
に
当
て
は
ま
り
そ
う
な
こ
と
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
政
党
、
省
庁
、
利
益
集

団
だ
け
で
な
く
、
専
門
家
を
含
ん
だ
四
者
か
ら
な
る
政
策
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
合
意
形
成
過
程
の
な
か
か
ら
起
こ
る
が
、

四
者
の
う
ち
で
は

官
僚
制
が
新
し
い
政
策
の
立
案
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
と
し
て
、
こ
れ
を
「
官
僚
主
導
守
口
「
町
田
口
内
『
伊
丹
片
目
玉
E
E
ミ
)
」
と
呼
ん
で
い

る。
し
か
し
、

ア
ジ
エ
ン
ダ
セ
ッ
タ
ー
と
し
て
の
官
僚
制
の
役
割
は
彼
が
指
摘
す
る
よ
う
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
検
討
し
て
き

た
よ
う
に
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
期
待
と
い
、
つ
も
の
は
、
時
の
内
閣
の
施
政
方
針
や
民
間
各
部
門
の
思
惑
や
利
窓
口
を
調
整
し
て
集
約
し
て

出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
集
約
の
。
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
各
ア
ク
タ
ー
間
の
情
報
交
換
に
よ
る
学
習
機
能
に
は
無
視
で
き
な
い
も
の
が

あ
る
。
い
わ
ば
「
政
治
に
お
け
る
教
育
」
機
能
の
考
察
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

I壬(
1
)

大
山
二
九
八
六
)
で
は
、
官
僚
制
組
織
の
意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
ス
タ
イ
ル
が
過
去
の
遺
産
と
し
て
存
続
し
て
い
る
た
め
に
、
現
代

日
本
政
治
を
説
明
す
る
の
に
G
-
ア
リ
ソ
ン
の
組
織
過
程
モ
デ
ル
や
イ
ン
ク
リ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
が
ア
メ
リ
カ
的
先
発
国
裂
多
元
主
義
モ

デ
ル
よ
り
適
合
的
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
説
を
検
討
し
た
。
だ
が
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
で
は
、
審
議
会
な
ど
に
よ
る
ア
ク
タ
ー

間
の
情
報
交
換
や
合
意
形
成
(
利
窓
口
調
整
)
プ
ロ
セ
ス
の
機
能
や
ソ
フ
ト
な
誘
導
政
策
の
意
義
が
十
分
に
捉
え
ら
れ
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。

(
2
)

「
後
発
性
利
益
」
と
は
、
後
発
国
は
、
先
発
国
が
す
で
に
開
発
し
蓄
積
し
て
き
た
技
術
や
資
本
を
直
接
導
入
し
た
り
輸
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
ら
開
発
し
蓄
積
す
る
コ
ス
ト
を
省
略
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

cm『邸内宮町出町
g
(
一
九
六
二
)
0

ジ
ョ
ン
ソ
ン
(
一
九
八
二
)
。

(
3
)
 比

較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

一
一
五



一
一
六

(
4
)
問
。
田
市

(
H
U

∞也
)

w

℃
司
-
H
{
)

∞a
H
H
N
-

(
5
)

民
営
化
と
規
制
緩
和

Z
q認
E
E
Zロ
)
は
異
な
る
。
前
者
の
中
に
後
者
を
含
め
る
場
合
も
あ
る
が
、
民
営
化
の
典
型
例
は
脱
国
有
化

(
品

g
E
C口回
目
H
N

即
位
。
ロ
)
で
あ
る
。

(
6
)

小
峰
隆
夫
(
一
九
八
五
)
、
二
五
二
l
七
ペ
ー
ジ
。
本
節
は
小
峰
の
議
論
と
デ
l
タ
に
依
拠
し
て
い
る
。

(
7
)

問
右
、
二
六
O
l
八
ペ
ー
ジ
。

(
8
)

た
と
え
ば
、
予
測
が
実
績
を
下
回
っ
て
い
た
高
度
成
長
期
に
は
、
民
間
資
本
に
比
べ
て
社
会
資
本
の
整
備
が
遅
れ
る
結
果
を
招
い
た
こ
と

に
対
す
る
批
判
が
、
ま
た
逆
に
実
績
を
上
回
る
予
測
を
続
け
て
き
た
低
成
長
期
に
は
、
税
収
の
見
積
り
を
過
大
に
し
楽
観
的
な
財
政
再
建
の
展

望
を
捻
か
せ
た
と
の
批
判
が
あ
る
。

(
9
)

小
峰
(
一
九
八
五
)
、
二
六
一

l
一
一
一
ペ
ー
ジ
。
適
合
的
期
待
形
成
の
考
え
方
で
は
、
当
期
に
形
成
さ
れ
る
期
待
(
タ
)
は
、
前
期
に
形
成

さ
れ
た
期
待

(FiH)
と
、
事
後
的
に
判
明
し
た
実
績

(plH)
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
応
じ
て
期
待
を
修
正
し
た
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
る
、
と

す
る
。
こ
れ
を
式
で
表
す
と
、

岡
山

"
H
F
l
H
+
三
F
L
I
P
-同
)

(

α

は
正
の
調
整
関
数
)
と
な
る
。

(
叩
)
青
木
(
一
九
八
二
、
一
七
六
i
七
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
小
峰
(
一
九
八
五
)
、
二
六
三
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
こ
れ
が
一
九
七

0
年
代
以
降
の
低
成
長
期
に
も
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
検
証
さ
れ
て

し
な
し
。

(
臼
)
過
当
競
争
が
「
破
滅
的
競
争
」
と
な
り
、
結
果
と
し
て
高
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
た
め
、
業
界
の
自
主
調
整
や
役
所
の
指
導
に
よ
る
カ
ル
テ

ル
形
成
、
あ
る
い
は
合
併
誘
導
に
よ
る
規
模
の
経
済
の
実
現
等
の
競
争
制
限
的
行
動
、
政
府
に
よ
る
規
制
・
促
進
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
た
だ
し
、
特
振
法
案
廃
案
の
ケ
!
ス
の
よ
う
に
そ
の
正
当
化
は
容
易
で
は
な
い
。
大
山
(
一
九
八
九
)
参
照
。

(
日
)
た
と
え
ば
小
宮
ほ
か
(
一
九
八
四
)
、
伊
藤
ほ
か
(
一
九
八
八
、
一
九
八
九
)
な
ど
を
参
照
。
エ
ボ
リ
ュ
l
シ
ョ
ナ
リ
l
論
(
今
井
賢
二
、

エ
イ
ジ
エ
ン
シ
l
論
(
伊
丹
敬
之
)
、
双
対
原
理
論
〈
青
木
昌
彦
)
、
取
り
引
き
コ
ス
ト
論

(
0
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
)
、
制
度
と
情
報
の
経
済

学
(
宮
沢
健
一
な
ど
)
等
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
代
表
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
産
業
政
策
だ
け
の
分
析
に
終
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る



日
本
的
経
営
な
ど
の
内
部
組
織
の
分
析
や
日
本
的
取
引
形
怒
・
償
行
な
ど
の
組
織
間
関
係
を
も
共
通
の
枠
組
み
で
分
析
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
政
治
学
者
で
あ
る
が
、

R
-
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
の
協
調
ゲ
i
ム
論
は
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
共
通
す
る
も
の
を
も
っ

て
い
る
G

(
日
)
小
宮
ほ
か
二
九
八
四
)
、
五
ペ
ー
ジ
。
市
場
の
失
敗
に
は
、
器
規
模
の
経
済
(
平
均
費
用
逓
減
)
、
②
公
共
財
の
供
給
、
③
外
部
性
の
存

在
、
④
不
確
実
性
の
存
在
な
ど
が
一
般
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
産
業
政
策
の
政
策
手
段
と
し
て
は
、
輸
入
規
制
、
関
税
・
非
関
税
障
壁
、
輸
出
振
興
策
、
国
有
化
、
国
営
化
、
直
接
補
助
金
、
優
遇
税
制
、

低
利
選
別
融
資
、
政
府
保
証
融
資
、
政
府
特
別
調
達
、
行
政
指
導
な
ど
が
あ
る
。

(
同
)
以
下
の
議
論
は
阿
部
二
九
八
九
)
に
多
く
依
拠
し
て
い
る
。

(
げ
)
ア
メ
リ
カ
へ
の
産
業
政
策
の
導
入
、
ア
メ
リ
カ
版
H
A
I
T
-
(
通
産
省
)
の
創
設
な
ど
の
議
論
に
つ
い
て
は

]
O
F
5
8
二
九
八
四
)
、
太

国
(
一
九
八
九
)
な
ど
を
参
照
。

(
国
)
ス
ー
パ
ー
三

O
一
条
な
ど
を
盾
に
、
G
A
T
T
に
よ
ら
ず
個
別
交
渉
に
よ
っ
て
相
手
国
の
自
主
規
制
を
引
き
出
す
や
り
方
が
多
い
。
ア
メ

リ
カ
の
通
商
政
策
の
機
構
と
過
程
に
つ
い
て
は
、
山
本
(
一
九
八
二
参
照
。

(
凶
)
戦
前
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
体
制
で
あ
っ
た
た
め
日
本
も
保
護
主
義
的
で
あ
っ
た
が
、
明
治
時
代
は
関
税
'
自
主
権
が
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
自
由
貿
易
的
で
あ
っ
た
。

(
却
)
も
ち
ろ
ん
筆
者
は
、
こ
、
っ
一
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
日
本
の
市
場
が
開
放
的
で
何
ら
問
題
は
な
く
、
構
造
調
整
な
ど
不
必
要
で
あ
る
と
主

張
す
る
の
で
は
な
い
。
ど
の
国
の
市
場
も
そ
の
国
独
特
の
慣
行
や
制
度
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
相
互
依
存
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と

と
も
に
構
造
協
議
に
よ
る
調
整
は
不
可
避
で
あ
る
。

岡
部
(
一
九
八
九
)
。

小
宮
ほ
か
(
一
九
八
四
)
、
四
七
五
1
八
ペ
ー
ジ
。

同
右
、
一
九
九
!
こ

0
0
ペ
ー
ジ
。

同
右
、
ニ

0
0
ペ
ー
ジ
。

(
幻
)

(
詑
)

(
お
)

(
担
)比

較
の
中
の
日
本
の
政
治
経
済
シ
ス
テ
ム

一
一
七
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今
井
賢
一
、
小
宮
隆
太
郎
編
、
一
九
八
九
、
『
日
本
の
企
業
』
東
京
大
学
出
版
会
。

伊
丹
敬
之
、
一
九
八
六
、
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
理
論
』
岩
波
書
応
。

伊
藤
元
重
、
清
野
一
泊
、
奥
野
正
寛
、
鈴
村
興
太
郎
、
一
九
八
八
、
『
産
業
政
策
の
経
済
分
析
』
東
京
大
学
出
版
会
。

伊
藤
一
冗
重
、
西
村
和
夫
編
、
一
九
八
九
、
『
応
用
ミ
ク
ロ
経
済
学
』
東
京
大
学
出
版
会
。

]CYロ
的
。
ロ
-
〔
U
F
白
-HHM巾
「
印
巾
門

2
4
H双山
hr
吋
P
R
『
芯
弘
同
士
山
町
広
三
、
。

N
H
G
U
S日
夕
∞
即
口
明
『
出
口
-
印
円
。
一
円
口
三
広
三
巾
同
O
「
(
U
O
口
丹
市
百
万

C
E「
可
∞
宮
門
同
月
山

ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
チ
ャ
ル
マ

l
ズ
、
一
九
八
二
、
『
通
産
省
と
日
本
の
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